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愛川町ボランティア連絡協議会
愛川町角田２５７番地の 1 
（町社会福祉協議会内） 

 ０４６-２８５-２１１１ 

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
の
シ
ン
ボ
ル
の
球
体
展
望
室
で

昼
食
を
取
り
２７０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
眺
め
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
ス
タ
ジ

オ
と
し
て
も
使
え
る
様
に
天
井

や
壁
に
は
音
響
や
防
音
等
い
ろ

ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
様
で

す
。 副

都
心
周
辺
に
は
、
船
の
科

学
館
、
水
の
科
学
館
、
日
本
科
学

未
来
館
、
お
台
場
の
シ
ン
ボ
ル
大

観
覧
車
や
大
江
戸
温
泉
物
語

等
、
注
目
の
施
設
が
有
り
ま
す
。 

帰
る
頃
に
は
、
雨
も
上
が
り
、

バ
ス
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
研
修
の
話

題
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し

た
。 

  

10
月
１５
日
（木
）、
平
成
２１
年
度
神
奈
川
県
社
会 

福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。   

（
敬
称
略
） 

 

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者   

 
     

    
   

 

（
か
え
で
の
会
）   

   
 

小
関
香
代
子 

 
 

 
 

 
 

（
味
彩
会
）      

   
 

平
本
佳
世
子 

  

１１
月
７
日
（
土
）
、
平
成
２１
年
度
愛
川
町
社
会
福

祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。     

（
敬
称
略
） 

 

愛
川
町
表
彰 

 
 

 

福
祉
功
労
表
彰     

  
 

 
 

（
か
え
で
の
会
）       

渡
辺
礼
子 

    

（
味
彩
会
）    

  
    

平
本
佳
世
子 

愛
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰 

 
  

    
 

善
行
者
表
彰     

  
  

（
味
彩
会
）     

   
  

岡
本
孝
枝 

栗
山
幸
子 

 
 

 
 

 
 

（
か
え
で
の
会
）   

   
 

野
尻

子 

今
回
の
ボ
ラ
連
の
研
修
視
察

は
、
平
成
２１
年
１０
月
３
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
雨
の
中
、
運
転
手

さ
ん
の
交
替
が
あ
っ
た
た
め
朝
９

時
５０
分
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
を

出
発
し
ま
し
た
。 

七
団
体
３２
名
と
社
協
よ
り
２

名
の
参
加
で
お
台
場
周
辺
散
策

の
コ
ー
ス
で
す
。
バ
ス
の
中
で
の
共

同
募
金
へ
の
協
力
が
あ
り
、
一
万

五
百
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
フ
ジ

テ
レ
ビ
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
自

由
散
策
と
成
り
ま
し
た
。 

或
る
グ
ル
ー
プ
は
臨
海
副
都

心
巡
回
バ
ス
に
乗
り
グ
ラ
ン
ド
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
で
９０
分
コ
ー
ス

の
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
様
で

す
。 エ

リ
ア
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
交
通
手
段
の
鉄
道
や
バ
ス
、
自

転
車
等
の
利
用
促
進
を
目
的
と

し
た
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
年
の
経
過
も
早
く
感
じ
る
こ
の
頃
、
愛
川
ボ
ラ

連
だ
よ
り
も
４
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。 

今
号
よ
り
編
集
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
、
研
修
視

察
・
福
祉
の
ひ
ろ
ば
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
と
欲

張
り
編
集
し
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
相
互
の
連
絡

提
携
、
地
域
社
会
へ
の
啓
発
の
一
助
と
な
る
よ
う
登

録
団
体
の
現
状
を
沢
山
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。  

Ｓ
・Ｋ 

 

建
国
記
念
日
の
２
月
１１
日
、
〝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
〟
が
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
寒
さ
と
小
雨
の
中

で
し
た
が
、
会
場
は
満
席
で
熱
気
さ
え
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

 

こ
の
三
階
の
主
会
場
に
は
、
窓
際
に
七
つ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介
パ

ネ
ル
の
展
示
が
あ
り
、
廊
下
ロ
ビ
ー
で
は
三

つ
の
地
域
作
業
所
に
よ
る
農
産
物
・
手
芸

品
な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
、
売
れ
ゆ
き
も

上
々
の
よ
う
で
し
た
。
二
階
で
は
き
な
粉

ゼ
リ
ー
の
試
食
も
で
き
ま
し
た
。 

 

全
体
会
は
、
主
催
者
の
挨
拶
の
あ
と
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
「
座
っ
た
ま
ま
で
出
来

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
心
身
を
解
放
。
そ

し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
移
り
ま
す
。
今
回

は
、
町
内
に
あ
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
九
つ
の
う

ち
の
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
に
よ
る
活

動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
手

作
り
の
食
事
会
、
お
茶
会
、
ゲ
ー
ム
等
で
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
高
齢
者
の
方
た

ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
作
る
こ
と
に
心
を

砕
い
て
お
ら
れ
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
高
齢
化

も
あ
り
、
若
い
後
継
者
が
で
て
く
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
支

援
で
き
る
こ
と
の
提
案
が
続
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し
、
よ

り
楽
し
い
サ
ロ
ン
と
な
る
よ
う
活
動
を
続

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

短
い
時
間
の
「
つ
ど
い
」
で
し
た
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

か
え
で
の
会 

野
尻

子 



 第 4 号   平成 22 年 3 月発行                                                                                                  第 4 号   平成 22 年 3 月発行 

                                           - ５ -                                                                                                         - ２ - 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

11 月 1 日（日）に愛川町福祉センターを会場に、ふるさとまつりの一環として、ボランティア団
体が出題するボランティアクイズが行われました。これは、愛川町ボランティア連絡協議会に属
するボランティアグループ７団体が、「ボランティアグループのＰＲ」を兼ね、町民の皆さんに秋の
１日を楽しんでもらおうとするもので、午前と午後の２回行いました。 

参加したグループは、愛川町食生活改善推進団体・味彩会、愛川レクリエーションクラブ、 
愛川町録音ボランティアグループ・かえでの会、マジック愛川クラブ、愛川国際交流クラブ、愛川
シニアボランティアグループ・あシボ、拡大写本しおさいで、出題された問題は次の通りです。 

子どもから大人まで、参加された方々はクイズを楽しみながら、各グループの紹介を聞いて 

いました。来年も工夫したクイズを出題します。たくさんの方が参加してくださるといいですね。 

（クイズの正解は６頁にありますので良くみてね (^_-)-☆） 

Ａ、野菜は 1 日に何ｇ以上食べたら良いでしょうか？      ①３５０ｇ ②３００ｇ ③２５０ｇ 

Ｂ、カルシウムが一番多い野菜はなんでしょう？（100ｇ単位） ①小松菜 ②ほうれん草 ③大根の葉 

Ａ、ドラえもんの鼻の色を当ててください。      ①白  ②青   ③赤 

Ｂ、夏に鳴いているアブラゼミはどちらでしょう？  ①オス ②メス ③両方 

Ａ、マジックを日本の古い言い方では何と言ったか？            ①手妻
て づ ま

 ②奇術
きじ ゅ つ

 ③手品
て じ な

Ｂ、トランプのハートのキングには、ハートの絵がいくつあるでしょう？ ①1 個 ②4 個 ③10 個

Ａ、2016 年五輪開催地の国は何番でしょう？              ①イギリス ②ブラジル ③東京 

Ｂ、愛川町の 10 月 1 日現在、外国籍の人数は何人でしょう？ ①2,713 人 ②713 人 ③271 人 

Ａ、次の 3 匹の中で、小さい時の呼び名が違う魚（生き物）がいます。どれでしょう ？ 

                                                   ①メダカ ②カエル ③キンギョ 

Ｂ、愛川町の鳥はどれでしょう？                         ①ツバメ ②メジロ ③カワセミ 

Ａ、視覚障がい者と食事に行きました。運ばれて

きた料理には 5 種類ありました。料理の位置

をどのように伝えたらよいでしょうか？ 

  ①直接手で触れて伝える ②右,左,上,下で位

置を伝える ③時計の文字盤の位置で伝える 

Ｂ、これは視覚障がい者が外出するときに使う杖

の名前は何でしょう？ 

  ①白い杖 ②まほうの杖 ③白
は く

杖
じょう

 

漢字の成り立ちの一つに、ものの形や特徴を真

似て作られた『象形文字』があります。では、この

絵から次の何という字になったでしょうか？ 

    

・ふ
れ
あ
い
福
祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
手
作

り
パ
チ
ン
コ
が
楽
し
か
っ
た
。 

 

・
韓
国
人
形
が
可
愛
く
て
、
楽
し
か
っ

た
。 

 

・
手
作
り
（
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
折
り
紙
）
出
来

る
の
が
よ
か
っ
た
。 

 

・
歩
い
て
来
た
。
毎
年
来
て
い
る
。 

パ
チ
ン
コ
面
白
か
っ
た
。 

 

・
パ
ネ
ル
が
大
変
分
か
り
や
す
く
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。 

・
草
履
は
し
っ
か
り
出
来
て
い
て
、
自
分

で
も
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。 

・
階
段
を
登
る
の
が
大
変
な
の
で
、
一
階

か
外
で
出
来
な
い
か
？ 

・忍
者
の
折
紙
面
白
か
っ
た
。 

・
バ
ッ
ク
な
ど
手
作
り
の
品
物
が
多
く
出

て
楽
し
め
ま
し
た
。 

・
福
祉
の
ひ
ろ
ば
会
場
が
分
か
り
づ
ら

い
。 

・
組
ひ
も
体
験
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り

ま
し
た
。 

・
木
の
実
細
工
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
、
手
間

が
か
か
る
け
ど
、
出
来
上
が
り
が
う

れ
し
い
。 
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   愛川国際交流クラブ 
 

愛川町の外国籍登録者数は、平成 22 年１月現在２,651 人（人口比６.1％）と在住

者の多い町です。外国籍の人達と理解し合いながら生活するとき、第一に障害にな

るのは相互に話ができないということです。そこで平成 9 年 5 月、日本語教室を立

ちあげ、更に相手国を理解するために文化交流を進めてきました。 

又、昨年遊休地を借りて、野菜作りにも挑戦し交流の輪を広げています。 

 

 

★    日本語教室      １）あいうえお教室  ２）日本語能力試験対策教室 
★    交流活動        ３）紅葉まつり     ４）勤労祭 
★    ボランティア農園   ５）野菜つくり 

 

我々は、外国籍の住民が率先して地域活動に取り組むようになることが願いです。

一緒に活動してみませんか！ 
賛助会員・活動スタッフ（語学指導員/イベントサポーター）を募集しています。 

活動状況 

１） ２） 

３） 
４） 

５） 

連絡先 ： 社会福祉法人 愛川町社会福祉協議会 285-2111（内線 3793） 
 

ボラ連

活動紹介

第３回
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シボは、60 歳以上の会社（仕事）人間だった男たちが、社会（地域）人間に脱皮して 

元気に活動しているグループです。経験や趣味を生かして高齢者や障がい者の手伝 

い、施設・団体の支援活動を始めて５年になります。無理せず「できることを、できると 

きに、できる人がする」を大切に、会員 25 名で楽しく活動しています。 

  

あ 

ボラ連

活動紹介

第３回

31件

7件

20件
25件

0

10

20

30

40

個人支援 施設支援 団体支援 親睦等

現役を退いた男性を中心
に、日曜大工、庭いじりが
好きな方などが集まり、活
動しています。 

 定年後などに「なにか始めてみたい」と考えの
皆さん、自分も楽しみながら、ボランティアをし
てみませんか。 
定例会は、毎月最終金曜日 13 時 30 分から、

愛川町福祉センター３階でやっています。 


